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1. 螢 光増白布の増白度並びにその露光による変化を

判定する実用的方法につき，各種繊維白布の分光反射ス

ペクトルの測定，及び試作標準染色濃度表,   FG スケー

ルによる肉眼判定などから検討する。

2.    ①螢光増白した各種繊維の市販白布の増白効果，

及び③それらの露光による変化, ③各種螢光増白剤で処

理した各種繊維布の増白処理効果と実用処理条件，など

をキセノン光源，積分球を付置した日立分光光電光度計

により分光反射スペクトルを測定し，三色刺激値X,  Y,

z, 及 び色差を計算した。またこれらの測定値を試作標

準染色濃度表及び,  FG スケールを用いた肉眼判定の結

果をあわせて検討した。

3. 市販白布の増白度は一般にきわめて高く，各種繊

維の増白処理条件の検討結果からみても，それぞれの繊

維での最高の増白度を示しており，標準染色濃度表と比

較して，ポリエステル布，ポリエステル綿混布では５号

以上（＞１８ＮＢ Ｓ）と判定される。

露光による増白度の低下は，ポリエステル布，ポリェ。

ステル綿混布を除ききわめて著しく，殆んどのものが，

およそ８時間以内でFG スケールの色差範囲（12NB Ｓ

以 内）を越える変退色をおこす。またそれ以内でも螢光

の色味の差などによ'0. 増白度に関する肉眼判定は，か

なり難かしい。


